
例会報告
●第2192回例会　平成29年10月４日（水）晴
●10月は経済と地域社会の発展月間・米山月間
●君が代
●ロータリーソング　　奉仕の理想

●出席報告　　会員　　　名中　　出席67名

　　　　　　　出席率77.01％　修正出席率74.42％

（９月20日分）

●ビジター紹介
　尾上　昇地区大会実行委員長（名古屋大須ＲＣ）

　鬼頭茂成地区大会実行副委員長（名古屋大須ＲＣ）

　志水ひろみさん（名古屋千種ＲＣ）

●ゲスト紹介
　米山奨学生　葉　璇さん

●ニコボックス
　「再度、地区大会の出席登録のお願いに来ました。宜

しくお願い申し上げます。」　　　　　　　　　　　

　　　　　　名古屋大須ＲＣ地区大会実行委員会

　「名古屋大須ＲＣの尾上様、鬼頭様、ようこそ名古屋

和合ＲＣへ。地区大会の準備ご苦労様です。」　　

　加藤一郎会長、服部　滋副会長、福田哲三幹事

　「米山奨学生の葉璇さんが話をされます。日本が大好

きなようですのでかわいがってあげて下さい。」　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　蜂須賀太郎君

　「加藤先生、おかげで無事退院できました。ありがと

うございました。」　　　　　　　　　上野山　進君

　「此の度、東海ラジオの番組に出ることになりました。

10月８日（日）朝８時10分から25分まで、内容はＭＢＡ

についてです。」　　　　　　　　　　安井信之君

　「私の郷里にある津島ロータリークラブで卓話をして来

ました。テーマは「知的財産からみた地域おこし」

でした。多少、社会奉仕（職業奉仕）した気分で

気持ちよいです。」　　　　　　　　　服部雅紀君

　「海外企業視察訪問のため、長らくお休みし、ご無礼

いたしました。」　　　　　　　　　　服部雅紀君

　「今日は中秋の名月です！皆で夜、月を見てオオカミに

なりましょう!!ガオー」　　　　　　　　山本秀樹君

本日のニコボックス　　　　 8件　 23,000円

　累　　　　　計　　　　　83件　564,000円

福田哲三幹事報告
▽当クラブの行事予定

　・10月14日（土）　職業奉仕委員会が企画する「名港

水上芸術花火大会 2017」の会場

（名古屋港ポートビル）にて、職場

例会を開催致します。

※集合時間は16時30分です、場所は名古屋港ポート

ビル２階Ｃ会議室です。

　・10月25日（水）　10月24日（火）〜29日（日）まで、

ノリタケの森ギャラリーにて、浅井

力也 × 知的な障害のある人の作

品展が開催されます。

※時間は10時〜18時ですが、29日（日）のみ16時まで

となります。

※期間中にお出かけいただきますと、ホームクラブ

出席扱いになります。

※10月25日（水）ウェスティンナゴヤキャッスルでの

例会はございません。

※食事の用意はございませんので、各自でお済ませ

ください。

　・11月１日（水）　例会終了後、理事会を開催致し

ます。

※理事及び役員のご出席をお願い致します。

※10月25日（水）が例会変更となりますので、第４回

理事会は11月１日（水）に開催致します。

　・11月８日（水）　もみじ夜間例会を開催致します。

※時間は18時〜、場所はウェスティンナゴヤキャッ

スルです。お昼の例会はございません。

※本日、もみじ夜間例会のご案内を配布しておりま

す。

加藤一郎会長挨拶
　今日はロータリークラブについてお話しします。先日、

本年度のクラブ計画書に目を通してくださいとお願いしま

した。本年度の国際ロータリーの会長はオーストラリア

のイアン・ライズリーさん、国際ロータリー第2760地区

のガバナーは神野重行さん、名古屋東分区のガバナー

補佐は本多満さん、名古屋和合ロータリークラブは私

加藤が会長として会を運営していきます。それぞれの運

営方針もクラブ計画書に載っていますので、あらためて

お目通し願います。

　今日は、地区大会のホストクラブ名古屋大須ロータリー

クラブから、地区大会実行委員長の尾上昇さんと副委

員長の鬼頭茂成さんにご来訪いただいていておりますの

で、地区大会についてお話しさせていただきます。世

界には534の地区があり、そのうち日本には34地区があ

ります。それぞれの地区では年に１回会員が集まって、

いろいろな活動の報告をしたり、親睦を図ったりします。

当地区の今年の地区大会は、11月18日、19日に当キャッ

スルホテルで開催されます。皆さん、ぜひご参加くださ

るようお願いいたします。特に入会５年以内の方はぜひ

ご出席ください。ロータリークラブについて学ぶいい機

会になると思います。出席希望の方は、事務局にお申

し出ください。ちなみに当日は大変混み合います。駐

車場には限りがありますので、自家用車でのご来場は

お控えください。また、クラブ計画書には、あまり詳し

く書いてありませんが、役員、理事で構成される理事

会が毎月１回開催され、会の運営に係わる重要事項を

決定しております。定款第10条第３節により、理事会

の決定は最終的なものとなります。

　それから、わたしの事業は、建設業をお客様として

おりますが、最近特に反社会勢力との関係について、

厳しくなってきています。反社会的勢力との直接取引や

お付き合いは言うに及ばず、直接の取引やお付き合い

がなくても、取引や付き合いをしている会社との取引や

お付き合いをしている事もないことが必要となっていま

す。皆様の事業のお取引の中でも、特に注意されます

ようお願いいたします。

卓　話
私と日本

　米山奨学生　葉　璇

　日本に来てから、今年の９月末

がちょうど二年間になりました。

その間、バイト先の人も、就職時

の面接官も、何人かの人が私に、

「あなた、なぜ日本に来ますか」っ

て言われました。もちろん、一番

直接の理由として、私はいつも「中

国の大学で日本語を専攻として勉

強して来たので、学業をもっと深

く勉強したくて、自分の目で本当

の日本を見たいからです」と答えました。しかし、日本

に来る理由は決して、その四年間の勉強だけではない

と思います。そう考えると、「私と日本」をテーマにして、

そのような卓話をしてみたいです。

　1993年に生まれた私は中国では、九〇後と呼ばれる

一代の一人です。小学生の頃、中国では個人向けのコ

ンピューターはまだそんなに普及していませんでした。

テレビを通して、私は初めて日本のアニメを見ました。

しかし、その時に、テレビで放送された日本アニメは吹

き替えたものです。そのアニメは日本で作られる概念は

ありませんでした。今から振り返ると、「ああ、あの時

から自分はもうすでに日本とそういうような接点がありま

したね」と気付きました。それらのアニメはもはや私た

ち、90年代生まれの一代の共通の記憶となっています。

　中学生になった後、勉強科目の中に、私の一番得意

なのは中国の国文で、文学に対する興味も高まります。

親からもらったお遣いはほとんど書籍の購入に使われま

した。その中に、中国人の作家によるものは勿論、外

国文学の本もたくさん入手しました。外国文学の本は全

文翻訳されたものですが、読む時に、地域によってやっ

ぱり違いが感じられます。私自身にとって、欧米とロシ

ヤの文学作品と比べて見ると、日本の作家の作品は読

みやすくて、共鳴を覚えられます。大学院の勉強を通

して、中国の80年代では、日本文学翻訳ブームがあっ

たことを知りました。80年代、いわゆる中国の改革開放

の初期、ちょうどその時期も蜜月時代と呼ばれる日中友

好の時代でした。それを理由として、日本文学が大量

に中国で翻訳され出版できました。私は留学ということ

で、現代の日本で生活して、現在の日本を読むと同時に、

日本の文学を読むことで、日本の過去、日本の歴史を

読んでいると思います。

　それで、２年前、直行便がないため、私は中国の福

建省から出発し、上海の空港で一回乗り換えをして、

飛行機で名古屋まで上陸しました。それは、私の初め

ての海外体験です。確かに、友達が名古屋に旅行しよ

うとするとき、私はどんな観光スポットを案内する方が

いいことを悩みます。味噌の味もそんなに好きではあり

ません。それにしても、私は訳がわからなく、名古屋

のことが好きです。ここで住むだけで、とても幸せと思

います。

　私にとって、進行形の「私と日本」は「私と名古屋」

です。今年は無事に就職できて、来年大学院から卒業

した後、多分名古屋から引越しなければいけないと思

います。名古屋を私の第二の故郷として、将来形の「私

と日本」を続けようとします。
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